
オヤワングランプリ簡易ルールブック 

小山市相撲連盟  

相撲の試合の流れ 

選手は西東に分れて出番を待ちます。 

① 名前を呼ばれたら大きな声で返事をして土俵に上がります。 

② 土俵周りの蛇の目を踏まない様に気を付けて土俵に入ります。 

③ 相手を見て、主審の“礼”の掛け声で礼をします。 

④ 仕切り線のところまで行って、そんきょします。 

⑤ 主審の“構えて”の掛け声で両手を仕切り線より後ろにしっかりついて 

⑥ “はっけよい”の掛け声で試合を開始してください。 

⑦ 主審は試合中に“のこった、のこった”や“はっけよい”と掛け声をかけますが気にせず試合

してください。 

⑧ 主審が“勝負あった”といった場合は勝敗がつきました。“待った”と言ったときは何か注意事

項が発生したことを意味します。試合を止めてください。 

⑨ 勝ち負けがついた場合は、主審が東か西の手を挙げています。両者は最初に立礼をした土俵際

に戻り、“礼”の掛け声で礼をして、負けた人は蛇の目を踏まない様に土俵を降りてください。

勝った人は礼をした後その場にそんきょして、主審が“西・東の勝ち”と勝ち名乗りをあげた

ら、右手で手刀をきって、蛇の目を踏まない様に土俵を降ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JCI 

わんぱく相撲冊子

より抜粋 

蛇の目とは 

土俵俵の外側の砂の敷いてある

図の白線で囲んだ部分です。足

が出たかを確認するための勝敗

に関わるところですので跨いで

土俵に入ってください。 
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禁じ手について 

・髪の毛を掴んではいけません。 

・顔への攻撃（パンチ、びんた、目つぶし、耳を持つ、鼻をつまむ等） 

・首への攻撃（首をつかむ、首を絞める、握りつぶす）ただし、手を合掌に組んではいけません

（相手と手を合わせたときに指を握り合う、相手と抱き合う状態になった時に自分の指を組む） 

・上着やズボンを持ってはいけません。 

・キックはいけません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

・上半身汚れても良いシャツズボン（肘膝のけが防止のためサポータなどをつけると良い） 

・髪の毛はゴムのみ。（プラスチックの飾りがついているもの×ヘアピン×） 

・高価な指輪等の貴金属や時計は家で外してくる。 

・手首・足首にあるミサンガや髪ゴムを外す。 

ru 当日取り外すか、どうしても外せない場合はテーピングにて固定 

・手足の爪は切っておきましょう。 

自分の首も痛めてしまいます 。 


